












































も言及されている。とくに『少女界』（明治 35 年創刊）、『少女世界』（明治 39 年創刊）、『少女の友』（明
治 41 年創刊）などが有名であろう。こうした少女雑誌において、昭和 10 年代から 20 年代にかけて外
国文学や外国生活の紹介がなされている。たとえば米沢氏は昭和 20 年代を「戦後民主主義教育にのっ
た形で、海外の多くの児童文学が紹介された時代」としており、その時期に『小公子』『アルプスの少女』
『若草物語』『ジャンヌ ･ ダルク』などが取り上げられ、人気を得ていたことを指摘している（36 頁）。






『少女の友 100 周年記念号』に記されている（188 頁）。
こうした少女雑誌で取り上げられるような海外の児童文学の翻訳は、19 世紀末にはすでに始まって
いた。たとえばアメリカで 1852 年に出版され、大ヒット作品となったハリエット・ビーチャー・スト
ウの Uncle Tom’s Cabin は敬天牧童の訳で『トムの茅屋』と題され、1896 年に部分訳が『國民新聞』に
不定期で掲載されて以来、いまも様々な翻訳が出版されている。フランシス・ホジソン・バーネット
の代表作 Little Lord Fauntleroy は 1886 年に出版されているが、若松賤子による日本語訳はその直後の
1890 年に『女学雑誌』に連載されており、単行本となったのは 1897 年のことであった。他にもジーン・






































































〜 86 年）、青池保子の『エロイカより愛をこめて』（1976 年）など、ヨーロッパを舞台にした作品が人
気を博していたため、アメリカを舞台にした少女マンガの印象は薄いかもしれない。しかし、ヨーロッ
パのイメージの強い萩尾望都も 1976 年にはマイアミを舞台にした『アメリカン・パイ』を発表してい





とオリジナル作品としてオレゴン州を舞台にした『メイミー・エンジェル』（1979 〜 80 年）、さらにふ












ているように思われる。成田美名子は『エイリアン通り』（1980 〜 84 年）、『CHIPHER』（1985 〜 90 年）、
『ALEXANDRITE』（1991 〜 94 年）の一連の作品でアメリカを描き、渡辺多恵子は『ファミリー！』に
おいてロサンゼルス郊外にするアメリカ人家庭の日常を、おそらく当時のさまざまな社会問題とも関連
づけながら描いている。他にもブロードウェイを目指す日本人ダンサーを主人公にすえた槇村さとるの
『ダンシング・ゼネレーション』（1981 〜 82 年）、その続編の『NY バード』（1983 〜 84 年）、サンフラ
ンシスコを舞台にした樹なつみ『エキセントリック・シティ』（1986 年）などが挙げられる。また長期
連載となった吉田秋生の『BANANA FISH』（1985 〜 94 年）を思い浮かべる人も少なくないだろう。
先に、少女小説に、アメリカの家庭小説の影響を見て取ることができ、それが少女マンガへと連なっ
ている可能性を指摘したが、1980 年代以降の少女マンガにも、アメリカ文学からの影響を見ることが
できるように思われる。たとえば『BANANA FISH』は J. D. サリンジャーやアーネスト・ヘミングウェ
イの作品への言及がみられるし、また『エキセントリック ･ シティ』に登場する女性のハードボイルド
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